


石や添加物，バインダなどの受入方法が異なってくる。
元来，選鉱プロセスを経た精鉱を処理するプロセスとし
て発展したペレットプラントは，鉱山に近接した場所に
建設されることが多く，その場合の原料受入は鉄道やス
ラリーパイプラインにて行われる。一方，鉱山とは関係
なくペレットプラントが単独で建設される場合には，鉄
鉱石は経済面から大量輸送する必要があり，鉱石運搬専
用船による輸送と岸壁での荷揚げ，鉱石ヤードへの積付
けが行われる。
1．2　原料前処理工程

　ペレタイジング用原料として供給された鉄鉱石を後続
の造粒工程で要求される性状の微粉原料に処理する工程
で，選鉱，脱水，粉砕，乾燥，調湿などの工程がこの範
囲に含まれる。
　一般に低品位鉱は微粉砕され，鉄品位の向上，硫黄，
りん，その他の不純物の除去，粒度調整が行われる。磁
鉄鉱の鉄品位向上および不純物の除去には磁力選鉱が行
われるが，赤鉄鉱に対しては比重選鉱や浮遊選鉱，ある
いは湿式高磁力選鉱が行われている。図2に磁鉄鉱の選
鉱に代表的に用いられる磁力選鉱機のスケッチを示
す2）。
　粉砕工程はその方式を大別すると
　１）湿式粉砕　－　乾式粉砕
　２）開回路粉砕　－　閉回路粉砕
　３）一段粉砕　－　多段粉砕
があり，各方式は鉱石の種類や性状，配合割合の変化な
どに応じて経済性を考慮しながら互ｔ ╭
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